
                
 

 
 

  

八
月
九
日
（
火
）
、
八
月
十
日

（
水
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
長
井

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
よ
り
合
計
七

十
五
名
の
児
童
が
夕
鶴
の
里
を
訪

れ
ま
し
た
。 

民
話
の
語
り
で
は
、
皆
さ
ん
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
民
話
の
世
界
に

惹
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

機
織
り
体
験
で
は
、
実
際
に
機

織
り
機
を
交
代
で
使
い
、
コ
ー
ス
タ

ー
作
り
を
体
験
。
そ
の
後
、
資
料

館
で
映
像
と
展
示
を
見
学
し
、
最

後
に
昼
食
を
取
っ
て
終
了
と
な
り

ま
し
た
。 

 

中
に
は
作
務
衣
に
興
味
を
持
ち
、

語
り
部
さ
ん
に
話
し
か
け
る
児
童

も
い
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
、 

           

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
様
子
で

し
た
。 

児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、 

「
お
話
が
面
白
か
っ
た
！
」 

「
機
織
り
が
楽
し
か
っ
た
」 

「
資
料
館
で
ち
ょ
っ
と
こ
わ
い
所
も

あ
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
！
」 

等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

来
年
も
ぜ
ひ
来
て
下
さ
い
ね
！ 

 
 

 

            

 
 

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

                   

       

令
和
四
年
八
月
九
日(

火)

、
宮

内
小
学
校
で
放
課
後
子
供
教
室
が

行
わ
れ
、
講
師
と
し
て
民
話
会
ゆ

う
づ
る
の
白
岩
け
い
子
会
長
と

佐
々
木
恵
子
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

参
加
者
は
一
年
生
三
名
、
二
年

生
一
名
、
三
年
生
二
名
、
五
年
生

四
名
の
合
計
一
〇
名
。
ま
た
、
南

陽
高
校
三
年
生
二
名
と
田
中
吉

弘
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
他
サ
ポ
ー

タ
ー
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

最
初
に
講
師
の
先
生
が
語
り
を

披
露
。
次
に
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し

な
が
ら
実
際
に
発
音
練
習
と
語
り

の
練
習
を
行
い
、
そ
の
後
、
希
望
者

に
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。 休

憩
の
後
は
手
遊
び
や
紙
芝
居
、

昔
の
あ
そ
び
を
行
い
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

参
加
児
童
か
ら
は
、 

「
昔
の
話
を
い
ろ
い
ろ
聞
け
て
良
か

っ
た
」 

「
昔
の
あ
そ
び
で
、
こ
ま
が
面
白
か

っ
た
」 

民話の語りの様子  

機織り体験に挑戦！  「金蔵の家」の影絵  資料館２階を見学  



 

☆
近
代
の
人
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を

食
べ
て
い
た
の
か
、
展
示
を
通
し

て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 

〈
開
催
期
間
〉 

 

令
和
四
年

九
月
七
日(

水)

～ 

令
和
五
年

一
月
二
十
八
日
（
土
） 

〈
会 

場
〉 

 
 

夕
鶴
の
里
資
料
館
三
階 

 
 

 
 

 
 

特
別
展
コ
ー
ナ
ー 

〈
開
館
時
間
〉 

 
 

九
時
～
十
六
時
三
十
分 

〈
休
館
日
〉 

 
 

毎
週
月
曜
日 

（
祝
日
の
場
合
は
開
館
） 

〈
年
末
年
始
休
館
〉 

 
 

十
二
月
二
十
九
日
～
一
月
三
日 

「
紙
芝
居
も
自
分
が
知
っ
て
い
る
お

話
と
違
っ
て
い
て
良
か
っ
た
」 

ま
た
、
南
陽
高
校
生
か
ら
は
、 

「
昔
の
あ
そ
び
も
や
っ
て
み
て
、
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
」 

「
久
々
に
幼
稚
園
の
時
聞
い
た
昔

話
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
い
気
分
に

な
っ
た
。
す
ご
く
貴
重
な
時
間
だ
っ

た
」 

等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                       

       
 

 
 

                                

     

 

 
 

 

     

 
                    

日  時：９月２４日（土）午前１０時～  

場  所：夕鶴の里  

参加料：１００円  

定  員：１０名（電話予約必要）  

申込・お問合せ：夕鶴の里（４７－５８００）  

 

 

企
画
展 

「
近
代
の
お
食
事
展
」 

 
 

 

第２１回  夕鶴の里  

民 話 ま つ り 
～後世に伝えよう民話のこころ～  

❀ゲスト❀  多勢久美子さん  

日  時： 10 月 2 日（日）  

    ★午前の部１０時００分～  

    ★午後の部１３時３０分～  

会  場：夕鶴の里語り部ホール  

入場料：３００円   

定  員：午前の部・午後の部  各１００名  

※入場は完全申込制になります。

当日席はございません。  

 入場ご希望の方は、事前に夕鶴

の里にお電話または来館にてお申

し込み下さい。  

◎申込・お問い合せ  

℡： 0238-47-5800 

倭
菊
水
看
板 

貧
乏
徳
利 


